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はじめに

　本稿では，十種競技強化に資する基礎的資料とし

て，「得点分析からみた日本の現状と課題」につい

て報告する．

　混成強化部では，ロンドンオリンピックへ向けた

中期強化計画において，科学委員会との連携を謳っ

た．特に，専門種目と混成選手の比較分析を要望と

して挙げている．そこで，科学委員会では，いまま

で蓄積してきた専門種目の科学的データと比較する

ために，十種競技選手の出場する競技会においてバ

イオメカニクス的研究活動を実施した．本稿に続い

て，それらの活動に関する，次の２つを報告させて

もらい，科学委員会混成担当部の 2009 年度活動報

告とする．

●　十種競技選手のスプリント種目での走パフォー

マンス分析（持田ら）

●　十種競技選手の走幅跳，棒高跳での跳躍パ

フォーマンス分析（松林ら）

―得点分析からみた日本の現状と課題―

【背景と目的】

　本邦歴代十種競技選手で 8000 点を超えた者はい

ない．また，1993 年に金子宗弘選手が 7995 点の日

本記録を樹立してから 17 年間，現在もなおその記

録は更新されていない．その間に世界記録は 9000

点台へと突入し，日本十種競技界は世界から取り残

されている感が否めないのが現状である．

　しかしながら，現在日本トップ 3の右代啓祐選手，

田中宏昌選手，池田大介選手らは，それぞれ歴代 3

位（7856 点），4 位（7803 点），5 位（7788 点）に

位置し，日本記録更新はもとより世界レベルへの飛

躍が期待されている．

　そこで，今一度，世界レベルからみた日本選手ら

の現況を明らかにすることで，十種競技強化に資す

る基礎的資料を得ることを目的とする．

【方法】

１．十種競技種目別評価表の作成と評価

　最近の選手で，8000 点以上（8006 点－ 9026 点）

の記録を持つ世界十種競技選手（以下 World-class

とする）66 名のデータを元に，種目別 5段階評価表，

いわゆる世界基準による十種競技種目別評価表を作

成した．その評価表を用い，日本歴代トップ選手に

ついて，種目ごとに評価した．元データは2004年度，

2007 年度，2008 年度，2009 年度の公式記録より作

成した．段階点は次の式より境界点を求めた．

　Ｘ±ｋ×ＳＤ ････････（式１）

ただし，Ｘは平均値，ＳＤは標準偏差，ｋは 0.5，1.5

である．

２．競技レベル別にみた種目別パフォーマンスの分

布と下限ラインからみた強化課題の抽出

　World-class66 名がもつ複数のパフォーマンス，

延べ 160 名分のデータを元に，種目別記録の分布図

を作成した．そこから競技レベル別にみた下限ライ

ンを作成し，日本トップ選手における課題の抽出を

試みた．下限ラインは，100 点ごとに区切った競技

レベルごとに最低記録を求め，それぞれの最低記録

を 1次式に近似することで求めた．

【結果と考察】

１．日本歴代トップ選手の種目別記録と評価

　表１は，世界基準による十種競技種目別評価表で

ある．段階は評価が高い順に +2，+1，0，-1，-2 で
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示した．その評価表を用いて日本歴代トップ選手を

評価したものが表 2 である．2009 年世界選手権ベ

ルリン大会 1 位 HARDEE 選手 (USA)，8 位 GARCIA 選

手 (CUB)，16 位 MÜLLER 選手 (GER) の種目別記録と

評価は表 3に示した．

　これらを概観すると，日本人選手らは全体的に

-1，-2 といった評価の低い種目が多くみられる．

PV（棒高跳），JT（やり投げ），1500m については全

員 -1 以上の評価でありながら，SP（砲丸投げ）は

全員 -1 以下の評価であった．他の種目の評価は個

人ごとにばらつきがみられることから，PV（棒高跳），

JT（やり投げ），1500m の 3 種目は世界基準からみ

て日本人選手に共通する得意種目といえ，SP（砲丸

投げ）は不得意種目といえよう．

　8000 点に近い記録を持つ金子選手は，-2 の種目

がなく，世界基準からみて大きく足を引っ張る種目

がないレベルに達していたといえる．GARCIA 選手，

MÜLLER 選手のように世界で 16 位以内の選手をみて

も，得手不得手はあるものの，-2 に相当する種目

が無いことからも，ひとまず日本人選手らは -2 の

種目を無くすことが課題の 1つといえる．

　右代選手で言えば，100m を 11 秒 26 以内，LJ（走

幅跳）を 6m97 以上，400m を 50 秒 56 以内，110mH

を 14 秒 97 以内にすることである．

　田中選手で言えば，SP（砲丸投げ）を 13m14 以上，

HJ（走高跳）を 1m91cm 以上，110mH を 14 秒 97 以

内にすることである．

　そして，池田選手では，HJ（走高跳）を 1m91cm

以上にすることである．

　また，+2 の種目を持つ選手は，世界トップ選手

でも希少であり，そういった意味では，右代選手の

JT（やり投げ）は大きな武器である．また，田中選

手の PV（棒高跳）のように，ほとんど +2 相当といっ

た秀逸度の高い種目を持っていることは，不得意種

目の補償となり強みといえる．池田選手の 1500m も

秀逸度の高い種目であり，得意種目と言えるが，こ

れ以上そのパフォーマンスを高めていくことが好ま

しいかは一概に言えない．その理由については後述

する．

２．世界レベルからみた日本トップ選手らの強化課題

　図 1 に，十種競技レベル別にみた 100m 記録の分

布と下限ラインを示した．分布を概観すると，十種

競技同レベル内において，100m の記録には，ばら

つきが大きいことが伺える．例えば，8200 点台の

選手には 10 秒 53 で走る選手がいる一方で，11 秒

34 かかる選手がいるといった具合である．しかし

ながら，十種競技記録が高まるにつれて，それぞれ

表 1　十種競技種目別評価表 －世界基準－

表 2　日本歴代トップ選手の種目別記録と評価
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SP（砲丸投げ）（図 2）が下限値以下となる．右代

選手にはJT(やり投げ)，田中選手にはPV（棒高跳び）

といった，秀逸度の高い種目を持つ二人だが，下限

値以下の種目があることは，ある意味それが 8000

点を超えられない制限要因となっている可能性がで

てくる．その理由は，世界的に存在しないケース

は，日本人の場合でも起こりにくいと考えたためで

ある．

　よって，右代選手は 100m では，どのような状況

の競技レベルにおける 100m の最低記録が良くなる

傾向にある．つまりは，8300 点以上の選手らには

8200 点台にみられた最低記録 11 秒 34 より遅い選

手は存在していないという特徴がみられた．同様の

傾向が 1500m を除く全ての種目に観察されたため，

各種目について下限ラインを求めた．

　表 4に，各種目で導き出した下限ラインの「傾き」

と「定数」および競技レベル別下限値を示した．こ

れをみると，右代選手の 100m（図 1），田中選手の

図２．競技レベル別にみた SP（砲丸投げ） 記録の

分布と下限ライン

図１．競技レベル別にみた 100m 記録の分布と下限

ライン

表 3　2009 年世界選手権ベルリン大会ベスト 16 の種目別記録と評価

表 4　各種目で導き出した下限ラインおよび競技レベル別下限値
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においても最低限 11 秒 47 を超えないレベルへ達す

ることが求められ，さらに 11 秒 26 以内で走れるよ

う強化していくことが重要課題として挙げられよ

う．

　田中選手は SP（砲丸投げ）において，最低

限 12m20cm を下回らないレベルを確保しつつ，

13m14cm 以上を目指すことが 8000 点へ向けた重要

課題といえる．

　さて，図 3に十種競技レベル別にみた 1500m 記録

の分布図を示した．1500m の場合，レベル別最低記

録には一定の傾向が観察されなかった．最高記録に

おいては，十種競技レベルが高いほど低くなる様子

が伺え，他の種目と異なる傾向にあった．これには，

生理学的なアロケーションが影響している可能性が

あり，記録分布傾向から 1500m パフォーマンスは上

げても 260 秒程度が適当かもしれない．これが，「池

田選手の 1500m パフォーマンスをこれ以上上げるこ

とは一概に好ましいと言えない」と前述した理由で

ある．

まとめ

　得点分析から日本十種競技選手の現状と課題につ

いて検討した．その結果，次の見解が示された．

①世界基準でみると，日本人トップ選手は，PV（棒

高跳），JT（やり投げ），1500m が得意種目であり，

SP（砲丸投げ）は不得意種目である．

② 8000 点以上の世界レベルへ達するためには，次

の課題の解決が求められる．

＜右代選手＞

Ａ．100m で最低限 11 秒 47 を超えないレベルに達

すること．次に 11 秒 26 以内で走れるよう強化

すること．

Ｂ．LJ（走幅跳）を 6m97cm 以上

Ｃ．400m を 50 秒 56 以内

Ｄ．110mH を 14 秒 97 以内

＜田中選手＞

Ａ．SP（砲丸投げ）で最低限 12m20cm を下回らない

レベルを確保する．次に，13m14cm 以上を目指

す．

Ｂ．HJ（走高跳）を 1m91cm 以上

Ｃ．110mH を 14 秒 97 以内

＜池田選手＞

Ａ．HJ（走高跳）を 1m91cm 以上

Ｂ．1500m のパフォーマンス向上は 4 分 20 秒程度

までが適当と考える．4 分 15 秒より速くなる

ような体力特性では，生理学的に他の種目に負

の影響を与えかねないため注意が必要．
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図 3．競技レベル別にみた 1500m 記録の分布


